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地質調査審業の先覚書たち

��

フランシスク1コワニエ

フランシスク･

=1ワニエ

すでに本誌でライマンやナウマンの地質学的貢献の

一端をのべた.しかしこれらの先覚者たちがいかに

有能だったとしても短期間に日本の地質の全貌をとら

えることは容易ではなかったにちがいない.やはり

彼ら以前にかなりの知識のたくわえがあったものと思

われる.幕末に来日したブレｰクやパンペリｰは北

海道南部の一部を視察しただけだから日本の地質の全

体を知ることはでき狂かった.イギリス人のゴッドフ

今井功

Ran-dau鉱山に2年ユ862年にはフランス政府がマダガ

スカル王ラダマ1世のもとに派遣した大科学探険隊に参

加しそいる.もっともこの探険はラグマ1世の急逝

によって所期の成果をあげること泣くおわったがコワ

ニエは貴重な旅行記を残している.ちなみにマダガ

スカル全島の地質はその後がなりおくれて1896年か

ら行なわれたフランス人Marce11inBouleの地質調査

によってはじめて明らかにされた.

コワニエはさらにゴｰルドラッシュのアメリカに渡り

数年間カリフォルニアの金鉱探険に従事している.そ

の後1867年(慶応3年)夫人とともに来日し10年

間目本に滞在して各地の鉱山地質の調査を行ないとく

に生野鉱山の開発に努力した.明治10年(1877))1

月3蝸付で解傭慈れ帰国後は健康にすぐれずリヨン

がとくに一章を設けr日本の地質構造の概要｣につい

てのべている｡これはおそらく貝本の地質を大観し

た最初の記述であろう,そこで今回は蟻フユ黒紀つ

いてのべてみることにした､

コワニ腫⑳略魔

フランシスク宙鴛ワ器皿肺鋤｡五顯蝸Cc塘脱定は工8筋

年フランス東部の浜アｰル州サン1チチ孤ン潔賊蕊t-

Etie鶯篶懇紀生まれた宮ライマンを同集である三サン

･チチ瓢ン翼は近くぼ炭蘭をもつ工業都市でエ凄世紀紀

はすで虹宥炭の採欄が行溶われていたといわれる甜鐵

ワ饒丑は工8闘隼にサン1テチユン潔鉱山学校を卒業した苗

当時のフランスは工8鯛隼の革命後クｰデ夢一によっ

て帝位を占めたナ浦レオン3佐の絶対王制確立期に勅た

って抽りその植民政策虹も積極性があらわれた時期で

ある｡鉱山学校卒薬後鴛ワ鴛ユはy洲鮒の銀鉛紙

山をふり出し紀スペインにしばらく滞在しつザでア

ノレセリア北酉部のトレムィン(T1鯛｡徽)付近のG郷

貿献をしているが挑質学の造けいも深かっ淀｡彼の

地質学関係の蔵書にユリｰ1ド1ボｰモンの}脈に

ついての覚書｣(E1iedeB･aumont:Noti.esurlessy.

temsde煎｡貫ね騨㈱､エ852)やどシ籔ヅフの｢化学的物

理的地質学J(軸銚服跳曲流:鋤搬鋤圭帥差出emiCal

andphy婁豆捌難曲鰍原本はi齢3～7王)ラィエルの｢地

質学提要｣(加亘鏑Gま鯛搬以訳:Ah晦金網搬ments

degεOl㎎i鳶)などがみい恋されるが当時の地質学の動

向を知る土にも興味深い岨

来目謹噌⑳い曹欝尊

コワニエは薩摩藩に招かれて来賢し光のだがそのい

きさつについてはあ襲ゆ明ら加でなく諸般の勢庸から

類推する以外記扱い,

文久3隼(搬3)の薩英戦争後撰夷から開園へと転

向した薩燦藩は殖:産興薬を重視して慶応元年(1865)

3月に新納刑部寿鳥宗則五代友厚らを資一狙ツバ

ヘ派遣し新しい如織や技術の導入をはかった仙彼ら

はイギリスで賦帰ソチ猟スタｰのプラット社と紡績工場

のプラント輸入契約をしたりクラレンドン外相と会見�
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して条約批准権について“雄藩会議"を提唱したりし

ている.またフランスではモンブランと知りあい

その後ベルギｰ訪問の際にブラッセルでモンブランと

再会し産業開発のための商社設立の仮契約(8月)を

している.この契約書の第一条は次のように書かれて

いる.

｢ヨｰ回ヅパ人と同商社して薩摩の領分にある金

銅銭錫鉛等の山を開きあるいは種女製造機

関鉄工武器を製造しまたは絹綿茶蟻煙

草等を製する諸機関を組み立て有益なるヨｰロッ

パの産物を輸入し国を寓するに必要放る機関を開

くの商社をたてんがためモンブラン会盟して是を

助けもって共益分は文明の算をもって分配するも

のなり｣

さらにこの年の12月彼らはモンブランに対し契約

の細部について長文の覚書を送っている.その中には

次のような一節がある.

竈大Q

阿久根

森山

賊紺.

芹灘

ガ

父野鮒

x串木野簸

鹿膿

稗

薩犬山

鹿摩

父濫奇
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薩摩の鉱産地

ちょうどこの年の5月五代友厚らの努力カ壊って

鹿児島に近代的紡績工場が設立されている.イギリス

の産業革命におくれること約100年でようやく日本は

夜明けをむかえようとしたわけである.

｢鉄製局金山銅山錫山石灰山鉛山名大ケ

条商社盟誓の上土質学の達人を相雇い国中普

く点検して其場所に応じ至当の業を相開くべく侯｣

こうしてみると薩摩藩カ摘杜設立によって外人の地

質家を招聰しようとした意図は明白である.モンブラ

ンは適任者としてコワニエを選んだのであろう.新納

刑部一行は全国的な産業開発の夢をいだいて慶応2

年2月に帰国した.

あくる慶応3年(1867)にパリで世界博覧会が開か

れた.それは皇帝ナポレオン三世の示威もあって盛大

をきわめた.フランス政府の援助をうけていた幕府は

日本の工芸品など多数の物産を出品しとくに使節とし

て徳川昭武一行をパリに派遣した.この博覧会の様子

については随員渋沢栄一のr航面目記｣にくわしくの

べられている.ところで薩摩藩も日本薩摩政府とし

て独自に博覧会に出品している.幕府に対する雄藩の

勢力と薩摩隼人の鼻柱の強さがうかがわれて面白い.

パリｰ派遣使節の藩家老岩下左次右衛門一行は商社

契約確定書と博覧会出品目録をたずさえ慶応2年11月

に鹿児島を出帆翌春バリｰに達しただちにモンブラ

ンと本契約をしている.博覧会後岩下らとモンブラ

ンｰ行をのせた船は上海を経由してこの秋に薩摩に達

した.コワニエの来日も同年秋のことであるからお

そらくモンブランと同行したものであろう.コワニエと

きに32才であった.

来日したコワニエは藩命によりそれから1年間薩

摩大隅日向の3国の鉱産地をみてまわった.薩藩

政要録によれば当時領内の金銀鉱山としては永野

山ケ野串木野芹ケ野鹿籠神殿など錫山として

谷山鉱山が知られていた.日向には槙峯目平などの

銅山があった.コワニエは母岩の特長母岩と鉱脈

との関係鉱脈の大きさと方向変質の状態脈石の性

状鉱物の随伴関係などについて詳しく調査している.

生野鉱山の開発

コワニエカミ鉱山開発に着手しようとした時期に政局

は大きく転換し明治維新となった.

鳥羽･伏見の戦いに敗れた籍府は大坂から江戸へと

かいLよ

とん足した.官軍は2月に大坂過書町にあった幕府の

銅座役所を接収してこれを会計事務局に所属させ銅

会所と称した1そして3月には福井藩士梶川徹介

大野藩士内山分轄を鉱山取調掛に任命した.まだ慶喜

追討の官軍が江戸へ達せず'彰義隊が腕を無していたこ

ろのことである.この銅会所は7月に鉱山局と改称さ

れている.これはその後いくたびか所属や名称の変

更はあったが後の鉱山局の母胎をなすものである.

そのころ鉱山行政を統轄していたの辛ま会計官判事

試補斎藤篤信斎という70過ぎの老人であった.彼はI

越中氷見の生まれで江戸では随一の剣客神道無念流の

斎藤弥九郎として知られていた.江戸九段にあった彼

の道場練兵館では桂小五郎(木戸孝允)が塾頭をつとめ�
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斎藤篤信斎

と考え8月にこの旨を上司に建議した.

ちに採択され早くも翌月薩摩にあったコワニエが認

められ政府側傭鉱山技師として大阪に招かれている.

おそらく明治元年5月24目以降大阪府権判事の職にあっ

た五代友厚の紹介によるものであろう.

まことに果断であるがこの篤信斎の建議はその後

明治政席が敢行した鉱工業官行の先鞭をなすものとして

注目される.

ていたしその門に

は渡辺昇山尾廠三

井上勝らがいた､

斎藤弥九郎は江川坦

庵らと親しく交わり

日ごろから洋学にも

関心をもっていた.

7月に大阪に赴任し

た弥九郎篤信斎は

鉱山を官行して外

人の指導で一挙に近

代化をはかるべきだ

建議はただ

コワニエは10月に新任の鉱山局判事試補朝倉静吾

(のち盛明と改名)とともに生野に赴いた.これには

鉱山局の命で別子銅山の支配人広瀬宰平も同行している1

幕府の直轄鉱山だった生野は当時衰微していた.コワ

ニエは金蔵寺を宿舎として付近一帯の鉱山の状態をし

らべまず従来の方針にのっとり鍋を重点的に採掘す

る計画をたてた.そこで一旦大阪へ帰り熔鉱器を買

うために横須賀に赴いた.横須賀には幕府がフランス

の援助でつくった製鉄所があった.

明治元年12月ふたたび生野にもどったコワニエは

詳しい地質調査を行たい生野ばかりでなく明延中

鉱山行政機関の変せん

明治元年2月会計事務局犬坂銅会所

司7月鉱山局

同12月鉱山司(明治2年4月鉱山司大意書

鉱山司規則書公布)

明治2年7月大蔵省鉱山司

明治3年10月工部省鉱山掛

明治4年8月工部省鉱山寮(明治5年3月鉱山心得

書布告明治6年7月日本坑法布告)

明治10年1月工部省鉱山局

明治16年9月工部省総務局鉱山課

明治工8年12月農商務官房鉱山課

明治19年2月農商務省鉱山局(明治25年鉱業条令布

告明治38年鉱業法施行)

大正14年4月商工省鉱山局

和田維四郎が鉱山局長を兼ねたのは明治22年～26年

の間である地質調査所は明治38年以降長く鉱山局に所

属していた

瀬の鉱床も調査した.そして各地から集められた鉱石

を分析した結果従来の技術では灰吹銀より金分を分離

できず金を含む銀は低品位としてあつかわれていたこ

とを指摘しまた太監山の鉱石に金分が多いことを発

見して採掘計画を銅から金銀にきりかえた.こうし

てコワニエの本格的な開発計画書が鉱山司に提出され

た.それによると総額2万ドノレにのぼる採鉱器械を

設置すること鉱山技術者を養成するためフランス人

教師による学校をつくることなどカミあげられている.

この学校(修学実験所)については政府より各府県に

命じて学生を集めることとしただちに実行に移された.

岡山広島大聖寺などから学生が集められ明治5年

までに15名の卒業生を出している.なお別子銅山の

広瀬宰平は明治4年4月から9ヵ月間生野鉱山に出

仕しコワニエや朝倉盛明から実地に近代的柾技術を

学び採鉱の実習をしている.

コワニエの努力により太監天授の2鉱山カミ官行と

恋ゆ明治2年4月には小規模なカ生ら採鉱が軌道にの

りだした.翌年横須賀製鉄所に発注した熔鉱炉およ

び付属機械が完成し6月にはアメリカから銀鉱精錬

機械が到着さらに8月には金沢製鉄所に依頼した鉱

山機械カミできあがり生野鉱山の機械化は着々と進行し

た.

明治4年(1871)9月コワニエは機械購入職工

工夫傭入れたどのために一時帰国した.母国フランス

は普仏戦争(1870)に完敗して帝制から共和制と狂っ

ていた.その留守中の10月15目がねて明治政府のや

り方に不満をもっていた播磨の人たち数100人が生野に

押しかけ鉱山を焼打ちした.コワニエの努力は灰鑑

に帰したわけだが12月には政府から再建費12,560両の

支出があり翌5年の春から再建にとりかかった.日

本に帰ったコワニエはこの機会に生野鉱山の第2期建

設計画をたて明治9年の春にはこの計画を完了しつ

いに生野鉱山を名実ともに近代的鉱山として発見させた.

この間生野鉱山はコワニエの計画にもとづきフラ

ンスから地質家鉱山技師坑夫医師らを招いており

その総数は24名におよんでいる.地質家にはビｰボｰ

スムｰセレス･カｰスレオン･シスリｰらがいる.

なかでもエシルテオルヒ･ムｰセは明治4年12月に

来日し同13年4月に帰国するまで生野鉱山ばかりで

なく明治8年7月には三池炭坑および山口県下の諸鉱

山11年11月には愛知県下の諸鉱山12年5月には岡山

県下の諸鉱山を視察している.

コワニエはこうして新しい採鉱･製錬技術を積極的に�
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とりいれこれまで廃山同様だった生野鉱山を再建設し

た.明治初期におけるこの生野鉱山の動向は各地の

諸鉱山の注目のまとになっていた.コワニエの業績は

芽沼炭坑や佐渡金山を開発したイギリス人ガｰノレととも

に日本鉱業史上でも高く評価されている.

各地の鉱山調査

明治5年にライマンが来日するまで日本では本格的

な地質調査は行なわれなかった.

明治3年10月工部省が設置された際に明治2年に

来日して東京以西の各地を旅行していたドイツ人リヒト

ホｰヘン(F.V.RicムtohOfen)を招聰する案があった.

この案は大島高圧の強硬な反対と工部大輔伊藤博文の

決裁によってとりやめとなっている一その理由はリ

ヒトホｰヘンは地質学の専門家で鉱山学は専門でたい

このような人に多額の報酬を与えて鉱山調査をさせるの

は不適当だというのである.これは工部省の立場

からすれば一理あるかもしれぬが日本の地質学の立場

からみれば1苦しまれてならない.もし彼カミ採用されて

いたらナウマンｰ原国論争以前に壮大な日本地質構

造論が展開されていたにちがいたい.

ともかくこのような話があった頃明治3年7月に

コワニエは鉱山司の命をうけて大和国吉野郡の柴園山

高原山初尾山天和山北山の各鉱山を調査している.

彼の調査報告によれば｢銅鉱は産出のみこみがあるが

金･銀は望みがない｣とある.生野とは鉱床のタイプ

が違うことをよみとったわけであろう.

また明治6年6月にコワニエは四国北岸を旅行し

別子銅山を視察している.これは住友家の依頼による

もので招璃されて別子銅山の開発にあたったフランス

人ルイ･ラロックの来日よりも5ヵ月も前のことである.

彼はこの調査で典型的な含銅硫化鉄鉱床を観察し広瀬宰

平に鉱石の処理によって硫酸を製造すること湿式製

錬法の採用枚ど多くの示唆をあたえている.

また生野鉱山の第2期建設計画の完了した明治9年

6月から8月にかけて東北北海道へ旅行している.

この旅では陸羽および北海道の諸鉱山点検の途次の

大島高任と福島の半田銀山で落ちあい以後行を供に

している.半田銀山の調査は山主五代友厚の依頼によ

るものである.その後院内銀山を見北海道に渡り

大島高任とともに馬でホロムイ川をさかのぼっている.

このときライマンらが調査に使用した測量の標柱をみ

つけ一行の労苦をしのんでいる.この旅行中にコ

ワニエは手足の持病(リュｰマチであろうか)に悩まさ

れた.この持病は後年彼の命とりと狂ったもので

すでにこの頃から無

理な野外調査は困難な

状態だったにちがい匁

い.

こうしてコワニエ

の足跡は九州から中国

･四国･近畿･東北･

北海遣と広域におよノレ

だがいずれも鉱産地

を中心とした限られた

地域であった.

大鳥島任コワニエの日本

の地質観

コワニエは鉱山開発の立場から地質学的な観察も

おこたらなかった.彼は各地の知識をつねに総合し

未調査地域については幕府以来の資料や標本をくわしく

検討して彼たりに日本の地質についてのイメｰジを撞

いていた.このコワニエの日本の地質観を彼の｢日

本鉱物資源に関する覚書｣のなかからたどってみること

にしよう.

ただしこの覚書はまだ東北北海道を見ていない既

治7年に生野で書かれてものである.

この覚書は次の3章からなっている.

第1章

第2章

第3章

日本の地質構造の概観

目本鉱業の現状

目本古来の採鉱冶金法の概説

このうち本論ともいうべきものは第2章および第3

章で第1章はむしろ第2章の地質学的なまとめとして

あつかわれている.第2章第3章はそれぞれ専門的'

立場から興味深い内容をもっているがここではおもに

第1章の内容を中心に紹介する.もちろんコワニエ

の地質についての記述は組織的で計画的狂地質調査を

行ったわけではないので断片的でありライマンやナ

ウマンの記述にみられるほど体系的なものではない.

第1章は火山岩･第三紀層･白亜紀層およびジュラ

紀層･古生層･花陶岩の5つの項目からなっている.

まず火山岩についてコワニエは｢火山岩は著しく

広い地域を占めており今放お活火山カミ相当存在してい

る｣とのべ活火山として信州の浅間山や九州の霧島

桜轟阿蘇雲仙などの諸火山をあげ休火山の代表と

して富士山をあげている.しかしこれらの諸火山の

岩質的特長についてはふれておらずまた第四紀以前

の火山岩類について個々の地域でその存在を認め荏が�
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顯災花繍鎧

鱒鰍浅嚢溺

111,峠盤燭

ノ禽巌躯鰯嫌鮎

想定されるコワニエの地質観

ちも火山活動の地域性や時代性についてはふれていな

〉･.ただこれらの多量の火山岩と金属鉱床の胚胎と

は密接な関係にあることカミ池の文中の各所でうかがわ

れる.

つぎに第三紀層については｢一般に海岸以外

には見当らず層厚も薄いものである｣とのべている.

ここで興味深いのは第2章のなかで

｢今天草の東部の島々の中央部を通る線を引く泣らば

石炭を含む第三紀層の東南端を決定し得るであろう.

この線はN45㌻の方向に走っている.天草から

下関に至る間のほとんどすべての九州の海岸には

可燃性物質に富む地層を発見し得る.しかしこれ

らは地中深く入りこんでいるわけではなく火山の

隆起によって甚しく擾乱している｣

ラ紀層とからなるという意味ではなく.調査範囲でこれ

らの地層があるという停どの意味であろう.彼自身

｢この2つの層は充分な特長がないので区別できない｣

としている.彼の観察範囲から推定するとこれらの

中生層の大部分は西南目本外帯の四万十層群(秩父帯

中の中｡古生層も含まれるであろうが)を指すものと思

われる.たとえば次のようにのべている.

rこの層は火成岩一すなわち玄武岩･トラップ岩･粗

面岩･斑岩一の貫入によって広範在地域にわたっ

て変成されており熱と圧力の作用を全然うけてい

鮎'時は黒色または青みがかった綴密な頁岩とか

しぱしぱ酸をかけると泡を生ずる黒味を帯びた砂岩

とからなっている.石灰岩は比較的まれであるか

やや淡灰色で小さな割れ目に多くの結晶した薄層

片を有しているかあるいは砂糖様の塊状を呈して

いる.もっとも変質していない九州の南部では海

百合の破片の化石を埋蔵することカミある.…･｣

時代決定はおもにアンモナイト化石によっているらし

いが岩石･化石の標本をサン･テチェンヌ鉱山学校の

マラｰル教授にみせたところ｢テリｰのヴァルナｰノレ

の白亜紀層中の岩石と酷似している｣との報告を得て

おり彼自身もカリフォルニアやネヴァダの白亜紀層中

の岩石に似ているとのべている.

古生観についての記述はきわめて簡単で次

のようにのべているだけである.

とのべ北西九州の諾炭田の分布のあらましをとらえ

てその地質構造の複雑さを指摘していることである.

在や含炭層を第三紀層とみ恋したのは化石の上から

ではなく石炭が褐炭であること次にのべる中生層と

の岩質や分布の差からであろうと思われる.石炭につ

v'ては三池炭と筑前炭の簡単な分析試験を行鮎'そ

オしらが全部鉱業用として使用可能で中には相当良質の

コｰクスを製し得るものもあることを指摘している.

後年ナウマンは彼の著｢本邦所産煤炭及鉄｣(地質調

査所明治17年報第1号)の中でコワニエの三池･空知

･1院内炭の分析資料をのせているがこのことからみて

もコワニエは生野鉱山にあって各地から送られてく

る鉱石ばかりでなく石炭についても手広く分析し貴

重な資料を残していたものと思われる.

中生層に.うい下は白亜紀層とジュラ紀層を

認めている.これは日本の中生層は白亜紀層とジュ

r古生層をみたのは三ヵ所にすぎない.長崎の付近

において多くの不透明次褐色の柘榴石の結晶を含

んだ雲母片岩を見たのと四国の北部および大和国

ρ中央の三ヵ所である.後の二ヵ所では片岩は

雲母を多量に含み片状を呈しその中に硫化銅の

美しい鉱脈が発達している｣

これらは今日の知識でみれば西彼杵または野母半島の

結晶片岩類および三波川変成岩類である.ここでコ

ワニエが租ぜこれらの変成岩類を古生層とみなしたかと

いうことが問題になる.第2章の伊予の鉱床に関する

記載の中で｢花開岩の上に雲母片岩が存在するその

雲母片岩中に日本でもっとも重要な西条銅山がある｣

とのべている.花崩岩を.変成岩類の基盤をなす先カ

ンブリア紀のものと考えたのであろうか.いずれにし

ても詳細なことはわからない.このことに関連して

ナウマンや原同ヨ豊吉小藤文次郎らは後にこれらの変�
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岩成類を先カンブリア系とみなした.これらの変成岩

類が古生層の変質したものと考えられるようになったの

植明治の末頃のことである.

花筒岩についての記述はとくに注目される.

｢下関より西京すなわち京都に至る内海にはぼう大な

花闇岩の帯がある.その南端は九州および四国の

北岸の附近であってN65㌻の方向に走っている.

この方角に延長線を引けぱちようど大和国の中央

にある花闇岩の地点の南端を過ぎる.内海のほと

んどすべての島は花開岩質である.日本の海岸の

各所においてこの花開岩が多少とも広く発達する

のがみられるのであるが下関京都間の中央山脈

の大部分を占める所の花開岩類に関係がある.

東京すなわち江戸以北の地においては海岸に花開

岩をみることはまれであるがしかし浅間山から始

まる中部山岳地帯の大部分を構成し蝦夷島(北海

道)を横切って北方に続い亡いる｣

｢花闇岩はチタンを含有し磁性を帯びた酸化鉄粒を含

んでいる場合がはなはだ多い.多くの場所におい

て見うけるところであるが花開岩があるていどに

分解せられるとこの酸化鉄は採掘処理が可能とな

る｣

これらは大部分領家花商岩中国花闇岩北九州の花

儲岩類を一括した毛のでその帯状分布を認め暗にこ

れらの花開岩が日本の脊稜山脈を構成するという考え方

がうかがわれる.もちろん日本の花庸岩のすべてが

この中に含まれるとしているのではなく外帯の花闇岩

類も認めておりそれらが彼のいう中生層を貫いている

ことも観察している.

最後に鉱床のタイプとその順脚こついて簡剃こふれ

ている.これを古い順から整理すると次のよう紀な

る.

1.錫と硫化銅

2.合銀硫化銅

3.銀

4.含鍍金鉱

このうち1の錫は薩摩の谷山鉱山を指すものらしく

硫化銅は別子をはじめとす紬'わゆるキｰスラｰガｰ

(層状含銅硫化鉄鉱床)である山〃)含銀硫化銅は主

として生野･明延付近の観察によるものと思われる､

3の銀はおそらく石見銀山のことで船るう凸遠の含鍍

金鉱床は山ケ野･芹ケ野など南九州をはじめ全国的にみ

られるもので金鉱脈についてはとくに次のようにの

べている.

｢金はほとんどすべての鉱脈中に見出される.それ

は広範囲にわたって分布しているにちがい狂い.

というのは九州南部から蝦夷島(北海道)に至る

までの間において金鉱脈を見出すからである.そ

れはおそらくアノレタイの大金鉱脈やアンデス山脈の

と同時代であろう｣

以上でコワニエの日本の地質観のあらましの紹介を終

わるが彼は前記の岩層の相互関係については何もふれ

ておらず記述も体系的でない.そこでもう一度彼

の見解を要約してみると次のようになる.

まず瀬戸内および中国山脈に沿ってぼう大な花樹

岩が帯状に分布している.同様な花商岩は東北日本

の脊稜を構成しれ'るらしい.花陶岩の南側には変成

岩類からなる古生暦カミある.これには硫化銅鉱床カミあ

る.さらにその南には白亜紀層･ジュラ紀層を含む中

生層が広く分布する.これは火成岩の貫入によっでか

たり変質しており変質帯には各種の金属鉱床がある.

第三紀層はこのような配列とは別に手として海岸付近

にわずかに分布し各所で褐炭を含んでいる.火山岩

類は著しく広い地域を占めて分布し活火山も多い.

このコワニエの日本の地質観は今日の知識からみれ

ば注目に値しないかもしれない.しかしこれが日本

の地質に関して全くといっていいほど未知であった時期

のそれも鉱山を中心とする観察にもとづくものである

ことを思うとその卓見に驚かざるを得ない.また

彼の態度がきわめて実証的で考え方に飛躍がなかった

こともおおいに学ばせられる.

(筆者は地質部)
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